
貝塚市埋蔵文化財調査報告 第51集

沢 城 跡 発 掘 調 査 概 要

1999.3.31

貝 塚 市 教 育 委 員 会



沢 城 跡 発 掘 調 査 概 要

1999.3.31

貝 塚 市 教 育 委 員 会



は じ め に

本市に所在する沢城跡は沢の海浜部にあたります。近 くには二色の浜海水浴場があり、春 には

潮干狩 り、夏には海水浴で賑わいます。地域の特産品として近木櫛があげられます。古 くから櫛

の神 として崇められてきた八品神社があり、平安時代に藤原明衡が著 した 『新猿楽記』に 「和泉

櫛」 として紹介されています。また古来より大阪から和歌山に至る交通ルー トとして栄えた紀州

街道が通 ってお り、寺院や文化財が数多 く残されています。

沢城跡周辺は国道 ・鉄道の交通網が整備されており、近年、宅地化が進み、宅地造成によって

発掘調査を数多 く行ってきました。

これ らの成果は本地域の歴史を明らかにす るうえでまことに有意義なことと考えています。

本調査報告書の刊行が、皆様の文化財に対するご理解を深めていただ くとともに、文化財の保

護 ・保存 ・研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係各位には多大なご協力を頂 き、 ここに深 く感謝の意

を表 しますとともに、今後 とも本市における文化財保護行政に対する、一層のご理解 とご支援を

お願 いいたします。

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 豆 彦



例 言

1.本 書は、株式会社大京の依頼 により、大阪府貝塚市浦田71-1他 に所在する沢城跡において

実施 した共同住宅建設 に伴う事前発掘調査の概要報告である。

2.調 査は確認調査を平成10年8月27日 、本格的発掘調査を平成10年10月19日 よ り平成11

年1月13日 にかけて実施 した。なお内業調査にっいては本書刊行をもって終了 した。

3.調 査にあたっては、株式会社大京より多大なご理解とご協力を得た。記 して感謝の意を表す。

4.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課、吏員木嶋崇晴が担当 した。

現地 ・内業調査および本書作成にかかる諸作業にっいては、下記の諸氏の参加を得て実施 し

たものである。

西出安芸子 大鹿倫子 藪知子 田中明美

5.本 書の執行編集は木嶋が行った。

6.遺 物写真撮影は木嶋が行 った。

7.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。
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第1章 調査に至 る経過

平成10年3月17日 、土地所有者より貝塚市浦田71-1他 における共同住宅建設工事に際して、

埋蔵文化財届出書が提出された。当該地は周知の遺跡である沢城跡の範囲内にあたり、中世の城

跡、遺物包含層が存在することが予想されている。周辺での発掘調査では奈良～中世の掘立柱建

物、溝などが検出されている。

したがって貝塚市教育委員会は土地主体者である株式会社大京と協議を開始 し、既設建物解体

後 に試掘調査を行 うことで合意 した。

諸事情から建物未解体のまま、平成10年8月27日 に試掘調査を実施することとなった。試掘調

査 は当該地に2箇 所の トレンチを設定 した。調査の結果、遺物包含層のほか、鋤溝、溝などの遺

構が存在することが明らか となった。

本市 はこの試掘調査の成果から埋蔵文化財の取 り扱いにっいて当該地での発掘調査が必要であ

ると回答 した。平成10年9月22日 に調査計画書を回答 し、株式会社大京 と協議を行い、建物解体

後 に建設工事によって破壊される875㎡ にっいて発掘調査を実施することで合意 した、平成10年

10月19日 に覚書を交わした。

調査期間は平成10年10月19日 か ら平成11年1月13日 である。

図1.貝 塚市位置図
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1.沢新 出遺跡2.沢 海岸遺跡3,沢 遺跡5,長 楽寺跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂廃寺10 .秦 廃 寺 跡

19.泉 州麻生塩壺 出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺内町遺跡23.加 治 ・神 前 ・畠 中遺

跡24.明 楽寺跡25.沢 共 同墓地遺跡26.沢 西 出遺跡27.沢 海岸北遺跡28.沢 城 跡29.新 井 ・

鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺跡31.半 田遺跡34.澱 池遺跡35.積 善寺城跡51.窪 田遺 跡 ・窪 田廃

寺57.堤 遺跡58.小 瀬五所 山遺跡59.石 才遺跡60。 王子遺跡61.土 生遺 跡66.脇 浜遺跡67.

今池遺跡72.地 蔵堂遺跡75新 井 ・鳥羽北遺跡76願 泉寺本堂77道 教寺銅鐘78.沢 西遺跡

79.王 子西遺跡80.津 田遺跡82福 田遺跡87.小 瀬遺 跡88.堤 三宅 遺跡89.沢 新 開遺 跡90.

沢 タナ ジ リ遺跡91.堀 新遺跡93.麻 生中下代遺跡94.堀 秋 毛遺跡95.半 田北遺 跡96.沢 老 ノ

塚遺跡97.東 遺跡102.津 田北遺跡103.久 保遺跡110.海 塚遺 跡111脇 浜川端遺跡

図2.貝 塚市遺跡 分布図
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第2章 位 置 と 環 境

沢城跡は貝塚市沢に所在する。北は近木川、南 は見出川に挟まれた中位段丘に立地する。調査

地は大阪一和歌山を結ぶ国道26号 線の東側に位置する。国道沿いという立地から大型店舗が目立

っ。東には南海電鉄二色の浜駅があり、付近 には店舗、住宅が集まっている。調査区は共同住宅

跡地である。

本遺跡は中世 ・戦国時代の城跡 ・集落跡 として推定 されている。沢城 は紀州根来勢によって畠

中城 ・積善寺城とともに近木川流域に築かれた城である。紀州街道の西側に本丸があり、街道の

東西にわたって集落を取込んだ堀をめ ぐらしていたと考え られている。天正13年(1585)の 豊臣

秀吉の根来攻めには、紀州の一向宗門徒で主 として雑賀勢6千 人が立て籠 もった。城は中川秀政、

高山右近 らの軍勢に攻められたが、 ト半斉了珍の仲介 によって和談開城 した。

周辺の遺跡 としては、東は弥生 ～ 室町蒔代の散布地 ・寺院跡である窪田遺跡 ・窪田廃寺 があ

る。飛鳥時代の幅2～4m、 深さ0.7mの 溝、鎌倉時代の掘立柱建物(3問 ×3問)、 柱穴群、井

戸を検出した。奈良～室町時代の集落跡である澱池遺跡がある。飛鳥～奈良時代の遺物が出土 し

た。梁間4間 、桁行6問 の掘立柱建物を検出、時期は12世紀後半から13世紀にかけてと推測され

る。南は奈良～平安時代の散布地である沢海岸北遺跡がある。中世の集落跡である沢老 ノ塚遺跡

では中世以前の柱穴、中世の溝、鋤溝を検出 した。鹽弥生～奈良時代 ・中世 ・近世の集落跡 ・散布

図3.調 査地位置図
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地である沢遺跡があり、弥生第1様 式新段階の土器が出土 した。8世 紀後半の柵に区画された掘

立柱建物跡を検出 した。明楽寺跡 は平安時代の寺院跡 と推定されている。菩薩文軒丸瓦、梵字文

軒丸瓦が出土 した。最近の調査では中世 ・近世の耕作地跡を検出した。沢西遺跡はスクレイパー

などの石器類が出土 した。遺構 は平安時代 ・中世の溝、鋤溝を検出した。中世の溝、鋤溝 は調査

区全体にひろがる。集落に関連するような遺構は認められなかったが、包含層で青磁、白磁を含

む13～14世 紀の遺物が出土 した。近世の遺構は溝、粘土採掘土坑を検出 した。 しかし大 きく削平

をうけているため、遺構のひろが りは確認できなかった。

西は中世 ・近世の集落跡である沢新開遺跡、中世の集落跡である沢 タナジリ遺跡、古墳～江戸

時代の散布地である沢西出遺跡がある。古墳～室町時代の散布地である沢共同墓地跡は室町時代

の瓦、蔵骨器が多数出土する。古墳時代前期～中期前半の製塩土器が多数出土 した。中世 ・近世

の墓地周辺は耕作地が広がっていた。
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第3章 調 査 成 果

1.調 査の概要

調 査 は建 設計画 に基 づ き北東一南西約48m・ 西北一東南約19m、 面積875㎡ を調 査 区 と して設

定 した。調 査区 は国家座標基準値X=-173.920・Y=-60.010を 基準 に して5m×5mに 区画

し、 西 に11区 を設 け(A～K)、 南 に10区 を設 けた(1～10)。 調査地 は共 同住 宅跡地 で あ り、

基礎、便槽 等の攪乱 を うけて いたが、 その他 の部分 で は遺 物包含層 が残 っていだ。第3層 はD-

6・7、E-3～7、F-3～5、G-4・5区 に限 られて いたが、 第4・5層 は調査 区全 体

(攪乱部分 を除 く)で 検 出 した。

2.基 本層序

基本層序 は第1層 が盛土 ・現代耕作 土(層 厚約0.3m)、 第2層 はにぶ い黄色砂 質土(層 厚約0.1

m)、 第3層 は灰黄色粘質土(層 厚約0.1m)、 第4層 は黄灰 色粘 質土(層 厚約0.1m)、 第5層 は

黄灰色粘質土 ・第4層 より粘質 がっよい(層 厚約0.1m)を 測 る。第6層 はにぶ い黄 色 粘土(地

山)で ある。調査 は第6層 上面 まで行 った。 当初 は基本層序 を第1～7層 としていたが、第6層

と して いた ものを整理段 階で遺構(SX-202・203)と した。 したが って、 地 山で あ る第7層

を第6層 と した。第3層 上面(第1遺 構面)、 第6層 上面(第2遺 構面)で 遺構 面 を検 出 した。

図4.調 査区地区割図
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第3～5層 は同質 の堆積 であ り、遺構面 として明確 に とらえることがで きなか った。各層 ごと

に掘削作業 を行 い、第4・5層 上面で検 出作業 を行 ったが、明確 な遺構 は確認 で きなか った。

3.検 出遺構

第1遺 構面で は鋤 溝、第2遺 構面 では鋤溝、溝、 自然流路、第3遺 構面で 自然流路を検 出 した
。

以 下主 な遺構 にっ いて詳述 す る。

(1)第1遺 構面(図7)

第3層 上面で検出 を行 った。調査区南か ら北方 向に0 .07～0,1m傾 斜す る。

鋤溝(図 版2)

これ らはD-2・3、E-3・7、F-3・4・6 、G-4、H-5区 で2種 類 の鋤溝 を検 出 した。

北東 方向 は検 出長0.5～3.2m、 幅約0 .15m、 深 さ約0.02mを 測 る。 方 向 は座標 北 に対 して東 へ45

°振 る
。埋土 は黄灰色砂質土、灰黄色 砂質土、灰色砂質土 があ る。 それぞれ時期差を あ らわ して

いると考え られ る。遺物 は土師器、瓦器 が出土 した。北西方 向の鋤溝 は検出長1.1～2.8m、 幅 約

0.2m、 深 さ約0.04mを 測 る。方 向は座標北 に対 して西へ45° 振 る。埋土 は灰黄色砂質土 であ る。

遺物 は土 師器、瓦器 が出土 した。第1遺 構面 は出土遺物 よ り中世後半 の耕作地跡 と考 え られ る
。

(2)第2遺 構面(図8)

第6層 上面で検出を行 った。第2遺 構面 よ り鋤溝、溝 な どを検 出 した。

鋤 溝

これ らはB-3、C-3区 で検 出 した鋤溝で ある。検 出長0,5～2.8m、 幅0,2～0.3m、 深 さ約0.

02mを 測 る。方 向は座標北 に対 して西へ45° 振 る。埋土 は黄灰色粘質土 と灰色粘質土 の2種 類 が

あ り、 それぞれ時期が異 なると考え られ る。埋土 は第4層 の堆積土 に類似す る。遺物 は出土 して

いない。

SD-214(図 版4)

本遺構 はB-3区 で検 出 した溝で ある。検出長約4m、 幅0 .2～0.5m、 深 さ0.1mを 測 る。 方 向

、は座標北 に対 して東へ30° 振 る。埋土 はにぶい灰革褐 色粘質土 であ る。鋤溝 と重複 す る。鋤溝 よ

'りも古 い
。本遺構 はSD-201へ 流れていた と考え られ る。

SX-213(図 版4)

本遺 構 はB-3区 で検 出 した土坑 であ る。直径約0 .4m、 深 さ0.2mを 測 る。 埋土 は黄灰 色 粘

質土 でにぶい黄橙色土 が ブロック状 に混 じる。 遺物 は出土 して いな い。

鋤溝

これ らはE-6、F-5・6、G-4・5区 で検 出 した鋤溝 であ る
。鋤溝 は北東方 向の もの と

北 西方 向の ものを検出 した。検出長1～2,4m、 幅約0 .2m、 深 さ0,03mを 測 る。方向 は座標北 に

対 して東へ30～40° 振 る。埋土 は北東方 向が黒褐色粘質土、北西方向が褐灰色土で ある。埋土 の
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SD-201

1.10YR5/1褐 灰 色粘質土6.10YR6/1褐 灰色 シル ト11.2.5Y6/1黄 灰色砂

2.10YR4/1褐 灰 色粘質土7.IOYR5!2灰 黄褐 色土12.10YR511褐 灰 色粘 質土

3.tOYR4/2灰 黄褐 色粘質土8.5Y611灰 色粗砂13.2.5Y5/2暗 灰黄色砂

4.2.5Y7/1灰 白色微砂9.5Y611灰 色砂14.2.5Y512暗 灰黄色微砂

5.5Y711灰 白色シル トio.2.5Y6/1黄 灰色粗砂15.10YR5/1褐 灰 色シル ト

16.10YR5/2灰 黄褐色微砂

17.10YR6/1褐 灰 色砂

18.10YR6/2灰 黄褐色 細砂

19.10YR6/2灰 黄褐色細砂

20.10YR511褐 灰色 シル ト

1.盛 土33.2.5Y7/1灰 白色 シル ト

2.現 代耕作土34.10YR7/i灰 白色 シル ト

3.2.5Y6/1黄 灰色砂質土(第2層)35.7.5Y511褐 灰色 シル ト

4.7.5Y611褐 灰色砂質土(第3層)36.5Y7/t灰 白色 シル ト

5.10YR6/1褐 灰色粘質土(第4層)37.10YR5/1褐 灰色粘土

6.10YR5/1褐 灰色粘質土(第5層)38.5Y7/1灰 白色 シル ト

7.7.5Y5/1褐 灰色土39.2.5Y6/1黄 灰色 シル ト

8.10YR512灰 黄褐色粘質土40.2.5Y711灰 白色シル ト

9.2.5Y5/2暗 灰黄色土41.2.5Y611黄 灰 色砂

10.10YR5/3に ぶい黄褐色土42.10YR6/2灰 黄褐色細砂

11.10YR5/1褐 灰色粘質土43.10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土(地 山)

12.10YR312黒 褐色粘質土44.2.5Y6/1黄 灰 色 シル ト

13.10YR412灰 黄褐色土45.10YR6/2灰 黄褐色 シル ト

14.10YR4!2灰 黄褐色細砂46.10YR614に ぶい黄橙 色 シル ト

15.10YR612灰 黄褐色砂47.10YR611褐 灰色細砂

i6.2.5Y612灰 黄色砂48.10YR6/1褐 灰色微砂

17.2.5Y512暗 灰黄色砂49.10YR7/2に ぶい黄橙 色 シル ト

18.10YR512灰 黄褐色粘 質土50.10YR6/2灰 黄褐 色土

19.10YR6/4に ぶい黄橙 色シル ト51.10YR512灰 黄褐 色粘質土

20.10YR612灰 黄褐色 シル ト52.10YR411褐 灰色 粘土

　灘 籥 躙 嬲1飜 訓 一)
25.2.5Y5/2暗 灰黄色粗砂57.10YR6!1褐 灰色 シル ト

26
27:16鞭 際 鸛 齢5859:1:1¥;1{灘 鰍 ト}(・D-・・2)
28.2.5Y611黄 灰色砂60.10YR7/4に ぶい黄橙色 シル ト

1購 欝i:1攤1驫 鐶}(SD-202)

65.7.5Y7/1明 褐灰色砂 質土

難畑1ト
72.7.5Y611褐 灰色砂 質土

73.7.5Y7/1明 褐灰 色粗砂 土

74.10YR412灰 黄褐色粘質土

75.10YR412灰 黄褐色粘質土

76.7.5Y5/1褐 灰 色 シル ト

77.7.5Y511褐 灰 色粘質土

78.10YR512灰 黄褐色粗砂 土

79.tOYR6/1褐 灰色 シル ト

80.7.5Y5/1褐 灰色粘土

81.10YR5/4に ぶい黄褐色 粘質土

82.7.5Y4/1褐 灰色粘質土

83.10YR6/1褐 灰 色粘 質土

84.10YR6/1褐 灰 色シル ト

85.10YR4/1褐 灰 色粘質土

86.10YR5/1褐 灰 色粘質土

87.2.5Y6/1黄 灰色 シル ト

88.10YR6/1褐 灰 色粘質土

89.10YR512灰 黄褐色粘土

90.2.5Y7/1灰 白色 シル ト

91.10YR611褐 灰色粘質土

92.10YR412灰 黄褐色粘質土

93.tOYR5/2灰 黄褐色粗土

94.10YR4/1褐 灰色粘土

95.10YR7/1灰 白色 シル ト

96.7.5Y711明 褐灰色砂

97.2.5Y7!1灰 白色 シル ト

図5.調 査 区西壁断面 図 ・SD-201断 面 図
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1.5Y611灰 色砂 質土(第3層)
2.2.5Y6/1黄 灰色粘質土(第4層)
3.10YR6/1褐 灰色粘質土(第5層)
4.10YR5/1褐 灰色粘質土(第6層)
5.10YR7/4に ぶい黄橙色粘土(地 山)
6.2.5Y6/3に ぶい黄色土

7.10YR4/1褐 灰色粘質土
8.2.5Y712灰 黄色砂 質土
9.5Y6/1灰 色粗砂

10.2.5Y7/4浅 黄 色粘土
11.2.5Y512暗 灰 黄色土
12.2.5Y712灰 黄色粘質土
13.2.5Y7/1灰 白色粘土
14.2.5Y4/1黄 灰 色粗砂(SD-201)

15.5Y711灰 白 色 粗 砂(SD-301)

16.lOYR5/2灰 黄 褐 色 砂 隔

17.10YR4/2灰 黄 褐 色 粘 質 土

18.10YR412灰 黄 褐 色 砂

19.10YR4/1褐 灰 色 粘 土

20.10YR4/1褐 灰色粘土、13のブロックが混じe

21.2.5Y612黄 灰 色 土

22.2.5Y612黄 灰 色 細 砂

23.2.5Y7/1灰 白 色 シル ト

24.IOYR511褐 灰色粗砂、14より粒子は細かい

25.10YR5/2灰 黄 褐 色 細 砂

26.10YR5/2灰 黄 褐 色 砂

27.10YR5/1褐 灰 色 細砂

28.10YR6/1褐 灰 色 細砂

29.10YR412灰 黄 褐 色細 砂

30.10YR4/2灰 黄 褐 色 粘 質 土 口

/

31.10YR4/1褐 灰 色 粘 質 土

32.10YR5/2灰 黄 褐 色 砂 質 土

33.7.5Y411褐 灰 色 土

34.7.5Y4/1褐 灰 色 シル ト

35.2.5Y5/2暗 灰 黄 色粘 質 土(SD-201)

36.2.5Y6/2灰 黄 色 シル ト

37.2.5Y611黄 灰 色 粘 質 土

38.7.5Y3/1黒 褐 色 粘 土

01)39.10YR6/1褐 灰 色 砂 質 土
40.10YR511褐 灰 色 粘 土

～,

41.7.5Y611褐 灰色 粘質土
42.10YR6/1褐 灰色 シル ト
43.10YR512灰 黄褐色砂 質土
44.2.5Y6/1黄 灰色 シル ト
45.10YR411褐 灰色粘 質土(第6層)
46.10YR4/1褐 灰色 粘土
47.10YR5/1褐 灰色 粘質土
48.10YR5/2灰 黄褐 色粘土
49.10YR512灰 黄褐 色粘質土

50.10YR611褐 灰 色 細 砂72.10YR5/2灰 黄 褐 色 砂94.2.5Y612灰 黄 色 微 砂116.2.5Y6/1黄 灰 色 砂

51.5Y6/1灰 色 シル ト73.7.5Y4/1褐 灰 色 粘 質 土95.2.5Y611黄 灰 色 シル ト117.2.5Y712灰 黄色 砂

54.5Y6/1灰 鮒76・1・YR412灰 齷 色粘質土98・ ・5Y6/2殿 興 土12° ・2.5Y6/横 灰色粗砂(SD-205)

58.7.5Y5/1灰 色 粘 質 土80.10YR412灰 黄 褐 色 土102.2.5Y712灰 黄 色 細砂124.2.5Y7/1灰 白色 砂

59.10YR511褐 灰 色 粘 質 土81.7.5Y4/1褐 灰 色 粘 質 土103.2.5Y7/3浅 黄 色 細 砂125.2.5Y612灰 黄 色 砂

65.2.5Y6/1黄 灰 色 シル ト87.10YR4/1褐 灰 色 粘 質 土109.10YR511褐 灰 色 粘 質 土131.2.5Y6/2灰 黄 色 細砂

66
67:騾1膿 鸚 纛 砂(SD-2・2)8889:溜1糠 畜醗 ㈱'11°111:黼11驪 鰍(SD-2°2)132133:嬲 瀰 灘 土
68.2.5Y411暗 灰 黄 色 砂 質 土90.10YR5/2灰 黄 褐 色 粘 質 土112.2.5Y713浅 黄 色粘 質土134.10YR7/6明 黄 橙 色 粘 土(地 山)

69.7.5Y4/1褐 灰 色 シル ト91.10YR5/2灰 黄褐色粘質土、90よ●1砂が多く混じる113.2.5Y7/1灰 白 色粗 砂135.10YR4/1褐 灰 色 粘 質 土

70.10YR311黒 褐 色 粘 土92.10YR6/1褐 灰 色 シル ト114.2.5Y712灰 黄 色 シ ル ト136.10YR5/1褐 灰 色 土

71.7.5Y411褐 灰 色 粘 質 土93.10YR7/1灰 白 色 細 砂115.10YR4/1褐 灰 色 粘 質 土137.7.5Y5/1褐 灰 色 粘 質 土

138.7.5Y611褐 灰 色 土

139.10YR6/1褐 灰 色 粘 質 土

140.7.5Y511褐 灰 色 粘 質 土

141.7.5Y5/1褐 灰 色 粘 質 土

142.5Y4/1灰 色 粘 土

図6.調 査 区 中央 セ ク シ ョン断 面 図

一9～10一



図7.第1遺 構面遺構配置 図
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図8.第2遺 構 面 遺 構 配 置図
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色調 は異 な るが、質 的 に第5層 の堆積土 と類似す る。流路が埋没 した後 に耕作地 と して利用 され

て いた。

SD-201(図 版5・6、 図版6・7・8)

本遺構 はC-5、D-3、E-2・3区 で検出 した溝で ある。検 出長約17m、 幅約1m、 深 さ

0.15mを 測 る。方 向 は座標北 に対 して西へ50° 振 る。埋土 は上か ら順 に褐灰色粘質土、 褐灰色 粗

砂 、灰黄褐色粘質土、黄灰色粗砂が堆積す る。水流 は流水 と滞水を交互 に繰 り返 した と考 え られ

る。遺物 は出土 していない。本遺構 はSD-208を 切 っている。

SD-208(図 版6・7・8)

本遺構 はD-3区 で検 出 した溝で ある。検 出長約3m、 幅約0.4m、 深 さ0.1mを 測 る。 埋土 は

灰 色粗砂 であ る。方 向 は座標北 に対 して西へ50° 振 る。遺物 は出土 していない。

SD-204

本遺構 はG・H-9区 で検 出 した溝で あ る。検 出長2m、 幅0.3m、 深 さ0.05mを 測 る。 方 向

は座標北 に対 して西 へ50° 振 る。遺物 は出土 して いない。

SX-202(図 版5)

本遺構 はD-6、E-3～6、F-3・4区 で検 出 した落 ち込みであ る。 当初 は第6層 として

い た。検 出長約18m、 幅7～9.5m、 深 さ0.1～0.2mを 測 る。遺物 はサ ヌカイ ト製 の石器が 出土 し

た(図10-25、 図版12)。 本遺構下 よ りSD-202・205を 検出 した。

SD-202(図 版5・6、 図版6・7・9)

本遺構 はE-4、F-3・4区 で検 出 した自然流路で ある。検 出長8.5m、 幅2～4.5m、 深 さ

0.26mを 測 る。方 向 は座標北 に対 して西へ50° 振 る。埋土 は上 ・下層 に分 けられ る。上層 は灰黄

褐 色粘質土 ・粘土、下層 は褐灰色砂が堆積す る。遺物 は粘質土層上 部で土 師器、底部で須恵器 が

出土 した(図10-1、 図版12)。 本遺構 は次第 に水 の流 れが弱 まり、 その後 滞水 し、 粘土 が堆積

した と考 え られ る。

SD-205(図5・6、 図版6・7・10)

本遺構 はE・F-4区 で検 出 した7で あ る。検 出長約8m、 幅1.2m、 深 さ0.15mを 測 る。方

向 は座標北 に対 して西 へ50° 振 る。埋土 は上層が暗灰黄色砂、下層 が灰黄色砂 である。埋土 に粘

土 が堆積 しない ことか ら、短期間 の うちに埋没 した と考え られ る。本遺 構 はSD-202が 半分埋

ま った時期 に掘削 され る。SD-202が 埋 ま る前 に埋没 したと考え られ る。

SX-203(図 版3)

本遺構 はE-7、F～H-6～8、1-6・7区 で検 出 した落ち込 みであ る。 当初 は第6層 と

して いた。検 出長約15m、 幅12～15m、 深 さ約0.1mを 測 る。埋土 は灰黄 褐色 粘質 土 に にぶ い黄

褐色土 が ブロック状 に混 じる。遺物 は石鏃 が出土 した(図 版12-31)。 本遺 構 よ り牛 の足跡 、S

X-206を 検 出 した。

牛 の足跡(図 版3)

これ らはG・H-6・7区 を中心 に検出 した足跡 である。直径0.1～0.3m、 深 さ0.03mを 測 る。
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図9.第3遺 構 面 遺 構 配 置 図
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あるため、 時期差 があると考え られ る。足跡 は調査 区全体 でみ られた。

SX-206

本遺構 はH-8区 で検 出 した土坑で ある。 検出長 は南北 幅2.3m、 東西 幅3m、 深 さ約0.05m

を測 る。埋土 は灰黄褐色粘質土で ある。本遺 構の底部 で直径約0.5mの 不整 形土 坑 を検 出 した。

埋土 は灰 白色 シル トである。本遺構 はSX-203の 窪み部 分 と考え られ る。

(3)第3遺 構面(図9)

SD-201・202・205の 下面 に存在す るSD-301を 検 出 した。

SD-301(図 版11)

本遺構 はD-6、E-2～6、F-3・4、G-4区 で検 出 した 自然流路で ある。検出長約18

m、 幅10～12m、 深 さ約0.3mを 測 る。埋土 は灰 白色 シル トに黄灰 色 シル トが混 じる。 遺 物 は出

土 していない。

4.出 土遺物

SD-202、SX-202・203出 土遺物

1はSD-202出 土 の土師器鉢であ る。復 元 口径16.6c皿 を測 る。 口縁部 は内弯 しなが ら外上方

にのび る。 口縁端部 は外反 させ る。26は1と 同一個体 であ る。27・28は 須恵器壷体部で ある。25

はSX-202出 土 のサヌカイ ト製石器で ある。長 さ5.5cm、 厚 さ0,9cmを 測 る。31はSX-203出 土

のサヌカイ ト製石鏃で ある。長 さ2.7cm、 厚 さ0.2c皿を測 る。

第2層 出土遺物

2は 土師器皿 である。復元 口径8.Ocm、 底部器厚0.5c皿を測 る。底部 を肥厚 させ、 囗縁 部 は若干

外反 す る。 口縁端部 は丸 い。

3は 青磁鉢 である。復元 口径15.8c皿、器 厚0,6cmを 測 る。 口縁端部 は丸 い。

第3層 出土遺物

4～6は 土 師器皿で あ り、底部 は平底、 口縁部 は短 く外上方 に屈 曲す る。4は 復 元 口径8.2c皿

を測 る。 囗縁端部 は若干肥厚す る。5は 復元 口径8.2cmを 測 る。 口縁端 部 は丸 い。6は 復元 囗径

6.Oc皿を測 る。

7は 瓦器椀 である。復元 口径15.8c皿 を測 る。内弯気 味 に外上方 にのび る。

8・9は 土 師器甕 である。8は 復元 口径25,4cm、 器厚0.7cmを 測 る。 口縁部 は外反 させ、 端部

は内側 に屈 曲 させ る。9は 復元 口径25.2cm、 器厚0,8cmを 測 る。 口縁部 は内弯 し、 端部 は外 に屈

曲させ る。体部外面 はっ よい横 ナデを施す。

10～12は 須恵器鉢 である。10は 復元 口径24.6c皿、器 厚0,9c皿を測 る。 口縁端部 は上下に拡張す る。

11は 復元 口径22.8c皿、器厚0.6c皿を測 る。12は 復元 口径23.2cm、 器 厚0.8c皿 を測 る。 口縁 端部 に沈

線を1条 施 す。
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図10.出 土 遺 物
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13は 瓦質鉢であ る。復 元 口径29.4c皿、器厚0.9cmを 測 る。 口縁端面 は凹状 にナデを施す。

第4層 出土遺物

14・15は 土師器皿 であ る。14は 復元 口径7.4c皿を測 る。底部 は平底 で あ り、 口縁部 は短 く外 上

方 に屈曲 し、端部 は丸 い。15は 復元 口径12.4cmを 測 る。底部か ら内弯気味 に外上方 にのび る。

16～20は 瓦器椀 であ る。16は 復元 口径11。6cmを 測 る。 口縁部内面 に2条 の ミガキを施 す。17は

復元 口径11.8c皿を測 る。 内弯気味 に外上方 にのびる。18は 復元高台径5.4cm、 高 台高0.5cmを 測 る。

断面形状 は細 い三角形 であ る。19は 復元高台径5.8cm、 高台高0.5c皿を測 る。 断面形 状 は三 角形 で

あ る。20は 復元高台径4.8cm、 高台高0.2c皿を測 る。断面形状 は低 い台形 であ る。29・30は 瓦器椀

底部 であ る。

第5層 出土遺物

21は 須恵器坏底部で ある。復元高台径7.6c皿、 高台高0 .5cmを 測 る。高台端部 は外方 に肥厚 する。

22～24は 須恵器甕で ある。22は 復元 口径不 明。器厚0.8c皿を測 る。 口縁 部 は短 く拡張 す る。 口

頸部 は外反気味 に外上方 にのびる。23・24の 口頸部 は内外面 とも横 ナデ、体部内面 はタタキを施

す。
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第4章 ま と め

調査地 は大 きく攪乱 を うけて いた ものの、遺構、遺物包含層 ともに良好 に存在 して いた。

調 査地 は谷 状 の地形 にな ってお り、北 西方 向(海 側)に 向 か って流れて いた自然流路SD-30

1の存在 を確認 した。SD-301は 次第 に土砂 の堆積が始 ま り、川筋 を変 えなが ら、奈 良時代 ごろ

にはSD-202の 川 幅まで縮小 してい く。SD-202に 平行す るSD-205が つ くられ る。 この溝

は直接 的につ くられてお り、農業用水路 として利用 されてい たと考え られ る。SD-205の 埋土

が砂 ・粗砂堆積 であ ることか ら、短期間 に埋 没 した。 おそ ら くSD-202よ りも早 くSD-205が

埋没 し、やが て灰黄褐色粘質土(SX-202)が 堆積 し始 め る。SD-202の 堆積 を細 かい白色砂

の混 じり具合で上下層 にわ けることがで きた。 白色砂 が混 じらない下層が堆積 した後 に白色砂が

混 じる灰黄褐 色土が流 れ込 み、SD-202は 埋没 した と推測 される。埋没時 期 は中世 前半 ごろ と

考 え られ る。 その後 はSX-203も 含 めた範囲 で湿地状 にな って いたと考え られ る。

調査 区のほぼ全域 で牛 の足跡 を検 出 した。足跡の埋土 は第5層 上面 よ り踏 み込 まれた ものであ

る。第5層 上面 で遺構 を検 出で きなか ったが、おそ ら く第4・5層 各上面 は耕作地 として利用 さ

れて いたと推測 される。調査区北側で検出 した鋤溝 は第4層 の色調 ・質 か ら第4層 の堆積土 と調

査 区中央 で検 出 した鋤溝 の色調 は異 な るが、質 的に第5層 とそれぞれ対応す ると考え られ る。 こ

の湿 地 は牛 を使 った開墾 がすすめ られ、 中世 ・近世 を通 じて耕作地が営 まれていたと考え られる。

埋没 したSD-301の 北側 でSD-201が っ くられ る。 この溝 はSD-205同 様 直線 的 につ く ら

れて お り、農業用水路 として利用 されていたので あろ う。

沢城跡 では以前 に数度 の発掘調査 を行 ってお り、今回の成果 と含 めてま とめたい。

昭和60年 度 に本調査区 の西隣地で調査を行 ってい る。成果 は重複 す る3条 の溝 を含 む計5条 の

溝 を検出 した。 この うち本調査区検出のSD-202とSD-1も しくはSD-2、SD-201とS

D-4が それ ぞれ対応 す ると考え られ る。SD-2はSD-1に よ り切 られ ている ものの、 幅1.

2～2.5m、 深 さ約0。3mを 測 る。溝 の肩部 はか な り崩 れた状態 で検 出 した。SD-1は 幅1.7～2.5

m、 深 さ0.2～0.3mを 測 る。埋土 は茶褐色 シル ト～灰黄色 シル トで あ る。SD-202と 埋土 での

確認 はで きなか ったが、位置、方 向が一致す る。SD-1・2は3条 の溝 が重複 す る。

順次SD-3、SD-2、SD-1と 新 しくなる。SD-3の 流水 方 向 はSD-1・2が 南 東 よ

り北西方 向に流 れ るのに対 し、若干、東側 よ り西側 に向か って流れてい る。本調査 区ではSD-

3に 対応 す る溝 は確認で きなか った。SD-201とSD-4は 位 置、方 向が一致す る。SD-201

の方 向 は北西か ら北北 西 に向 きを変 え るよ うであ る。

平成3年 度 に本調査区の南約50mの 位置で掘立柱建物、溝、鋤溝を検出し老b掘 立柱建物SB-

1は 梁行2間(2m)、 桁行2問 以上。掘方 は直径0 .3～0.4mを 測 る。時期 は不 明で あ る。 溝S

D-1・4は 幅0.2mを 測 り、北東方 向に向か う。鋤溝 は南北方向 と東西方向の ものが直行 す る。

南北方向 の ものが新 しい時期で ある。中世 の遺物が出土 した。
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昭和62年 度に本調査の南西約100mの 位置で掘立柱建物、溝を検出した。掘立柱建物SB-1

は梁問2間(4.05m)以 上、桁行5間(10.25m)で ある。棟方向 は座標北に対 して西へ44° 振

る。黒色土器A類 椀、瓦器椀が出土 した。廃棄時期は11世紀と考え られる。掘立柱建物SB-2

は庇付の建物である。梁行4問(7.55m)、 桁行5間(10.5m)で ある。棟方向は座標北 に対 し

て西へ66°振 る。瓦器椀、土師器小皿が出土 した。廃棄時期は13世紀である。

LSD-5は 幅1～4m、 深さ約0.05mを 測る。断面はレンズ状を呈す。西北西～東南東方向

に通 る。本溝を切 りSB-2が 建て られている。瓦器椀 ・小皿、土師器小皿が出土 した。埋没時

期 は13世紀である。

沢遺跡で平成61年 度に本調査区の西約200mの 位置で掘立柱建物、溝を検出 した。掘立柱建物

SB-1は 桁行3問(約3.9m)、 梁行2間(約2.6m)を 測る。時期 は奈良時代 と考え られる。

溝SD-1は 幅約1:、 深さ0.1～0.3mを 測る。水流方向は南南東より北北東に向く。溝自体が

浅いこともあり、南側部分は中世の時期 に削平 され消滅 したと考えられる。時期は奈良時代と考

えられる。

沢遺跡 ・沢城跡で奈良時代の集落が検出されている。また加治 ・神前 ・畠中遺跡で も同時代の

集落が検出されている。 この二っの地域で小規模な開発が行われていたと考えられる。沢地域で

は平安 ・鎌倉時代の集落が検出されていることか ら、開発、耕作が引き続き行われていた。貝塚

の各地域で本格的に開発が行われるのは、12～13世 紀以降と考えられ、沢地域の各遺跡の多 くも

耕作地跡が検出される。

沢地域の開発は貝塚市域では比較的早い毅階で行われている。貝塚市域やその周辺では、年間

降水量が少なく、河川 も短いため、灌漑に適 した河川ではない。そのため用水手段としてため池

の築造が行われている。今日でも多 くのため池が存在 し、利用 されている。ため池の築造 は大規

模な土木工事であり、費用と労力は莫大な ものであった。沢地域のこれまで検出された奈良～平

安時代の集落の状況を考えるとため池の築造 は考え難 く、今回の調査で検出した近木川か ら派生

したと考えられる流路を利用 して耕作を行 っていたのであろう。
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1.SX-203検 出状 況 東 よ り

2.同 上完掘 状況 東 よ り
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1.鋤 溝 、SD-214、SX-213検 出状 況 北 よ り

2.同 上 完掘状況 北 よ り
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1.第2遺 構 面全 景 北 よ り

2.SX-202検 出状 況 東 よ り
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1.SD-201・202・205・208検 出 状 況 北 よ り

2.同 上完掘状 況 北 よ り
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1.SD-201・202・205・208検 出 状 況 東 よ り

2.同 上 完掘状況 東 よ り
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1.SD-201・208検 出状 況 西 よ り

2.同 上 完掘状況 西 よ り
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1.SD-202検 出状 況 西 よ り

2.同 上完 掘状況 西 よ り
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1.SD-205検 出状 況 西 よ り

2.同 上完掘状 況 西 よ り
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1.SD-301完 掘 状 況 北 よ り

2.同 上 東 よ り
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SD-202(1,26^-28),SX-202(25)
SX-203(31)
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第2層(2)、 第3層(4、6、9、10、12、13)

第4層(5、14、15)
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第3層(7)、 第4層(16～18、20、29、30)

第5層(23、24)
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